
　

カ
メ
ム
シ
と
い
え
ば
、
昔
か
ら
悪
臭
を
放
つ
「
く
さ
い
虫
」
と
さ
れ
、
嫌
わ
れ
者
の
害
虫
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
カ
メ
ム
シ
が
、
昨
今
の
温
暖
化
の
影
響
で
大
量
発
生
！ 

原
因
は
、
好
物
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

の
球
果
の
豊
作
に
よ
る
繁
殖
力
ア
ッ
プ
や
、
暖
冬
で
越
冬
す
る
世
代
数
の
増
加
と
い
わ
れ
、
全
国
各
地
で
農
作
物

に
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
稲
作
の
被
害
は
深
刻
で
、
２
０
２
３
年
度

産
米
の
被
害
額
は
約
33
億
円
、「
令
和
の
米
騒
動
」
の
一
因
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
「
カ
メ
ム
シ
」
と
ひ
と
口
に
言
っ
て
も
、
そ
の
種
類
は
日
本
だ
け
で
１
２
５
０
種
余
り
。
田
ん
ぼ
の
イ
ネ

カ
メ
ム
シ
や
ア
カ
ス
ジ
カ
ス
ミ
カ
メ
、
ア
カ
ヒ
ゲ
ホ
ソ
ミ
ド
リ
カ
ス
ミ
カ
メ
に
代
表
さ
れ
る
〈
斑
点
米
カ
メ
ム

シ
類
〉
を
は
じ
め
、
果
樹
園
に
飛
来
す
る
チ
ャ
バ
ネ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
、
ツ
ヤ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
、
ク
サ
ギ
カ
メ
ム

シ
と
い
っ
た
〈
果
樹
カ
メ
ム
シ
類
〉
な
ど
、
作
物
の
汁
を
吸
っ
て
被
害
を
与
え
る
「
害
虫
0

0

カ
メ
ム
シ
」
だ
け
で
な

く
、
タ
バ
コ
カ
ス
ミ
カ
メ
の
よ
う
に
、
ピ
ー
マ
ン
の
害
虫
と
な
る
ア
ザ
ミ
ウ
マ
を
食
べ
て
く
れ
る
「
天
敵
0

0

カ
メ
ム

シ
」
も
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
カ
メ
ム
シ
の
暮
ら
し
ぶ
り
（
生
態
・
生
活
史
）
の
多
く
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
の
研
究
で
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
イ
ネ
の
出
穂
ま
で
越

冬
場
所
に
待
機
し
て
い
る
こ
と
や
、
イ
ネ
だ
け
で
な
く
、
メ
ヒ
シ
バ
な
ど
一
部
の
イ
ネ
科
雑
草
も
好
む
こ
と
な
ど
、

対
象
と
な
る
カ
メ
ム
シ
の
素
顔
や
暮
ら
し
ぶ
り
が
わ
か
れ
ば
、
上
手
な
防
ぎ
方
・
活
か
し
方
も
見
え
て
き
ま
す
。

　

現
状
で
は
、
浸
透
性
・
持
続
性
に
優
れ
る
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
殺
虫
剤
が
、
カ
メ
ム
シ
の
防
除
に
高
い
効
果

を
持
つ
こ
と
か
ら
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ミ
ツ
バ
チ
や
赤
ト
ン
ボ
な
ど
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
環
境
や
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
脱
ネ
オ
ニ
コ
の
動
き
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
雑
誌
『
現
代
農
業
』
に
掲
載
し
た
カ
メ
ム
シ
に
関
す
る
記
事
を
再
編
集
し
、
現
場
で
役
立
つ
一
冊
に

ま
と
め
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
カ
メ
ム
シ
対
策
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

２
０
２
６
年
４
月

�

農
山
漁
村
文
化
協
会 

編
集
局

は
じ
め
に
―
―
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
カ
メ
ム
シ
の
生
態
・
生
活
史

タバコカスミカメの幼虫
（赤松富仁撮影）
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身近なカメムシ	 13種の自己紹介
カメムシは、ほとんどの種類が植物の汁を吸って暮らしているから、
生活の場所は植物であり、農作物が栽培されている田んぼや畑は絶好の棲みかだ。
そのカメムシにも農家の敵になるもの、味方になるもの、派手なの、地味なの、
角ばっている、丸い……世界には何千、何万もの仲間がいるという。
日本の田畑でよく見かける 13 種のカメムシたちに、まずは自己紹介をしてもらおう。

⇒68ペー
ジ

⇒4ページ
、57ページ

⇒73ページ

ミナミアオ
カメムシ

ミナミアオ
カメムシ

�Q�ó�•�œ

ブチヒゲカ
メムシ

ブチヒゲカ
メムシ

ホオズキカ
メムシ

ホオズキカ
メムシ


W�:���U
C
\� �̀o
¼�í�ÿ�<�{

Æ�¹�p�n	)�{

�\�œ�s
ƒ�•

�>�œ�…
返り咲いたぞ

イネカメム
シ

イネカメム
シ

アカスジカ
スミカメ

アカスジカ
スミカメ 西の

横綱クモヘリカ
メムシ

クモヘリカ
メムシ

東の
横綱

アカヒゲホ
ソミドリカ

スミカメ

アカヒゲホ
ソミドリカ

スミカメ

ザ・カメムシといったら、やっぱりオレっしょ。ト
マトやナス、オクラなんかにイタズラするけど、な
にも好き好んでやってるわけじゃねーのよ。まず
は、大好物のイネやダイズで腹ごしらえして繁殖。
穀物が人間に収穫されちまうから、仕方なく野菜
畑へ行くんだ。オレと見た目も性格もそっくりなア
オクサカメムシってヤツもいるぞ。

名前の通り、ホオズキが好きですが、
ナスやピーマンもいけます。あと、
アサガオも。

地 域 を 問 わず、
イネ科やマメ科、
ゴマ科など多くの植物に寄生します
が、ミナミアオさんほどは増えませ
ん。控えめなんです。

ワシはな、斑点米カメムシのなかで
もかなりの古株なんじゃ。一時は衰
えたものの、最近ようやく盛り返し
てきた。落ち葉の下などで越冬した
ら、雑草なんぞ見向きもせずに、田
んぼめがけて一目散。そこが他の者
と違うところよ。夜行性なもんで、
夕方から夜に米の汁を吸う。特にモ
ミの付け根の部分が好みじゃなー。

自分はイネもイネ科雑草
も、どっちもいけるっす。
皆さんと比べると出足が
遅く、動き出すのが 6 月
頃なんすよ。

オイラたち、ホントはイネよりイネ科雑草
のほうが好きなんだ。メヒシバとか、イタ
リアンライグラスとか、イヌホタルイとか。
田んぼは後回し。

⇒36ページ
、46ページ

⇒5ページ
、8ページ

、23ページ
、35ページ

害虫害虫
カメムシ

�*�•�?�U�¤�•�”�{�L�î�U��
�œ�i�“�z�µ�Ù�ï�́ 	Ý�t�s�l
�h�“�b�”�{

�\�œ�s
ƒ�•

�ú�J
>



27 26

イネカメムシの1年
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子どもが次の田んぼへ
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